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【
メ
手
、
シ
ュ

ア
ナ
フ
ァ
ド
騨

に
代
わ
っ
て
初
め
て

一
房
一
目
の
就
任
日
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

九
九
四
壁
は
陛
鼎
経
済
を
不
安

に
惰
れ
た
メ
キ
シ
「

危
機
を
経
験
し
た
〆
。

相
場
に
悪
影
響
を

不
安
を
回
遊

コ
・
コ
カ
・
コ
ー
プ
の
セ

ン
か
ら
た
た
き
上
げ
て
、

り
詰
め
た
ー
の
が
約
二
十

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営

学
び
、
経
営
術
に
磨
き

ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ

返
す
巧
み
な
話
術
潅

し
た
。
P
R
工
擬
制
一

」と言明。

で
約
七
百
穏

一
の
信
頼
感
を
取
り
付
は
た
い
霜

対
外
債
務
履
行

垂
を
に
じ
ま
せ
た
ー
。
郭

に
主
要
国
を
歴
話
し
、

を
示
し
て
、
債
権
国
側

毎
の
北
米
宙
由
貿
覆
轍

F
題
A
)
発
効
や
、

昨
年
の
欧
州
連
合
(
圏
U
)
と

の
自
由
貿
易
協
遣
糞
港
合
憲
な

ど
を
撥
に
、
欧
米
社
会
は
経
済

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
蓬
の
メ
キ

シ
コ
の
民
主
主
義
の
成
熟
度
に

厳
し
い
目
を
向
け
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
に
ゝ
こ
れ
ま
を
に
な
い

透
明
度
の
高
い
選
挙
に
よ
っ
を

生
ま
れ
た
新
政
権
は
、
好
感
を

も
た
れ
そ
う
だ
。

先
の
ペ
ル
ー
大
統
領
選
挙
で

米
国
な
き
、
か
ら
不
垂
批
判
の

芦
が
上
が
っ
た
際
、
メ
キ
シ

ヨ
ほ
ペ
ル
ー
に
は
干
渉
し
な

い
姿
勢
を
と
っ
た
。
`
今
回
、

自
ら
は
模
範
を
示
し
施
こ
と

で
、
常
闇
米
地
域
で
の
民
蓋
化

を
め
ぐ
る
発
言
力
を
嬉
し
を
う

ーだ。

フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
は
二
カ
月
を

め
と
に
政
権
チ
ー
ム
を
固
め
た

い
意
向
窄
ま
だ
、
竣
粛
職
員

ら
に
向
け
て
は
、
職
場
に
と
と

ま
る
よ
う
呼
び
か
け
、
政
権
受

代
に
よ
る
足
元
の
動
揺
を
陽
ぐ

配
慮
を
見
せ
粧
。
し

∴
P
A
N
は
、
謹
会
選
挙
で
も

躍
進
じ
た
。
し
か
し
、
過
半
数

議
席
に
は
及
ば
な
い
見
通
し
。

こ
の
起
め
、
同
氏
は
、
P
部
工

に
対
し
、
与
野
党
協
力
の
だ
め

の
交
渉
を
し
た
い
考
え
も
示
す

方
針
だ
。

メ
キ
シ
コ
哀
統
領
選
糞
で
当
選
し
た

ビ
セ
ン
チ
ー

両
親
は
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
に
限
る
と

し
た
憲
法
条
項
は
い
九
〇
年
代
に
片

方
の
親
だ
け
で
い
い
こ
と
に
改
起
き

ぶ
り
を
批
判
き
雅
た

や
め
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ

中
部
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
の
農
場
育

ち
。
一
九
五
巧
の
長
身
に
カ
ウ
ボ
ー

イ
ブ
ー
ツ
が
似
合
う
。
遊
説
の
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
た
。

、
国
民
行
動
党
(
B
A
吋
)
で
は
本

流
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
八
年

に
下
院
議
員
に
当
選
し
、
九
重
隼
に

は
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
知
事
醤
さ
ら

に
、
党
外
の
支
持
者
を
開
拓
し
、
大

れ、と
も
は
い
ず
れ
も
養
子
。
選
挙
運

動
に
参
加
し
た
長
女
ア
ナ
ク
リ
¥
ス

テ
ィ
ナ
さ
ん
(
二
〇
)
は
、
幸
せ
な
自

分
の
養
子
体
験
を
も
と
彊
人
工
中

絶
よ
り
も
養
子
縁
組
の
効
届
を
説

い
た
。
中
絶
を
認
め
な
い
親
カ
ト

リ
ッ
ク
の
党
風
に
沿
う
援
護
射
馨
だ

った。、投
票
日
に
五
十
八
歳
に
な
っ
た
。

買
手
シ
コ
市
=
宮
川
政
明
)

メ
事
ン
コ
大
学
襲
選

は
な
く
、
ア

平
和
的
、
合
法
的
は
政
党
間

で
政
権
が
交
代
す
る
の
は
、
メ

辛
シ
榎
で
は
初

政
治
体
制
全
体
の
変
革
が
避
哲

ら
漁
な
い
と
い
う
点
だ
。

制
に
遅
い
強

こ
の
七
十
一
-

奪
間
、
政
権
の

塵
に
あ
っ
た
制

政
権
の
交
代

会
、
外
交
政

(
P
R
工
)
に

も
、
自
由
で

党
制
が
実
現

-
が
あ
る
一
。
民

護
衛
は
、
私

か
か
わ
り
を
変
え

貫
く
こ
と
と
自
由

両
立
ず
る
か
」

ロ
レ
ア
(
太
学

験
)
の
必
修
科
目
、

題
の
一
部
で
あ
る
9

二
さ
す
が
ブ
ラ

い
と
こ
ろ
欝
、

生
に
聞
い
て
み
た
ら

が
集
ま
る
有
名
校


